
令和５年 ４月

ＮＯ.１６５

各種行事・訓練

職場の豆知識

「ほんとうのすがた」

第３師団隊員紹介コーナー

２府４県近畿の旅
兵庫県「グリーンエコー笠形」
～自然を遊ぶ 自然で学ぶ～

第４２代第３師団長に佐藤陸将が着任
～任務の完遂 備えよ常に！～

第４２代第３師団長 佐藤陸将着任行事
荒井陸将・前島陸将補 離任行事
師団諸職種協同戦闘訓練（ＤＣＡＴ訓練）
令和５年度自衛官候補生入隊式
第４０代副師団長兼ねて第４７代千僧駐屯地司令 末田陸将補着任行事
新着任部隊長紹介

近畿の守り人
３Ｄガイズ
ただ今奮闘中
趣味あり〼

表紙写真： 第４２代第３師団長 佐藤陸将 着任行事（儀じよう)



１ ３ 師 団 だ よ り 第１６５号 令和５年（２０２３年） ４月

満開の桜の中実施された着任式

巡 閲

３
月
30
日
（
木
）
付
で
佐
藤

真
（
さ
と
う

ま

こ
と
）
陸
将
が
第
42
代
第
３
師
団
長
に
着
任
し
、

第
３
師
団
は
、
31
日
（
金
）
、
千
僧
駐
屯
地
に

お
い
て
、
着
任
行
事
を
実
施
し
た
。

佐
藤
陸
将
は
、
「
創
隊
か
ら
62
年
と
い
う
歴

史
と
伝
統
を
有
す
る
第
３
師
団
を
指
揮
統
率
で

き
る
こ
と
は
、
誠
に
光
栄
で
あ
り
、
同
時
に
そ

の
重
責
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
る
」
と

述
べ
た
上
で
、
統
率
方
針
「
任
務
の
完
遂

備

え
よ
常
に
！
」
を
掲
げ
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た

め
に
「
誇
り
を
持
て
」
「
和
を
大
切
に
」
「
地

域
と
の
連
携
」
の
３
点
を
要
望
し
た
。

最
後
に
「
諸
官
ら
と
と
も
に
、
汗
を
流
し
、

感
動
を
共
有
し
、
今
に
即
応
し
、
将
来
に
備
え

る
強
靭
な
第
３
師
団
と
な
る
べ
く
全
力
を
尽
く

す
所
存
で
あ
る
」
と
着
任
の
辞
を
締
め
く
く
っ

た
。

師団長 出迎え

荒井陸将は防大副校長(横須賀)へ

部隊の指揮を執る末田副師団長

師
団
は
、
３
月
29
日
（
水
）
、
千
僧
駐
屯
地
に
お
い

て
、
第
41
代
師
団
長

荒
井

正
芳
（
あ
ら
い

ま
さ

よ
し
）
陸
将
、
第
39
代
副
師
団
長
兼
ね
て
第
46
代
千
僧

駐
屯
地
司
令

前
島

政
樹
（
ま
え
じ
ま

ま
さ
き
）

陸
将
補
の
離
任
行
事
を
実
施
し
た
。

荒
井
陸
将
は
「
大
変
充
実
し
て
や
り
が
い
の
あ
る

日
々
で
あ
っ
た
、
師
団
の
発
展
と
隊
員
の
健
闘
を
祈

る
」
と
述
べ
、
苦
楽
を
と
も
に
し
た
隊
員
に
よ
る
盛
大

な
見
送
り
の
中
、
新
任
地
で
あ
る
防
衛
大
学
校
（
横
須

賀
）
へ
転
任
し
た
。
前
島
陸
将
補
は
、
第
３
師
団
司
令

部
で
の
勤
務
を
終
え
、
第
12
旅
団
（
相
馬
原
）
へ
と
転

任
し
た
。

前島陸将補は第１２旅団長(相馬原)へ

千僧駐屯地隊員による見送り

花束のプレゼント



２ ３ 師 団 だ よ り 第１６５号 令和５年（２０２３年） ４月

戦車壕を構築する施設科隊員

第
７
普
通
科
連
隊
（
福
知
山
）
、

第
36
普
通
科
連
隊
（
伊
丹
）
、
第
37

普
通
科
連
隊
（
信
太
山
）
、
第
３
後

方
支
援
連
隊
（
千
僧
）
及
び
第
３
特

科
隊
（
姫
路
）
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
駐

屯
地
に
お
い
て
、
自
衛
官
候
補
生
の

入
隊
式
を
挙
行
し
た
。

真
新
し
い
紫
紺
の
制
服
に
身
を
包

ん
だ
自
衛
官
候
補
生
た
ち
は
、
約
２

週
間
前
に
着
隊
し
た
ば
か
り
の
頃
と

は
違
い
、
統
制
さ
れ
た
団
体
行
動
を

披
露
し
、
入
隊
式
に
参
加
し
た
保
護

者
の
方
々
は
ご
子
息
、
ご
息
女
の
成

長
に
驚
き
を
隠
せ
な
い
様
子
で
あ
っ

た
。自

衛
官
候
補
生
た
ち
は
、
こ
れ
か

ら
約
３
ヶ
月
の
自
衛
官
候
補
生
課
程

の
教
育
へ
、
力
強
い
一
歩
を
踏
み
出

し
た
。

師
団
は
、
４
月
初
旬
か
ら
約

２
週
間
に
わ
た
り
、
青
野
ヶ
原

演
習
場
に
お
い
て
、
Ｄ
Ｃ
Ａ
Ｔ

:

（
Ｄ
ｉ
ｖ
ｉ
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ

Ｃ
ｏ
ｍ

ｂ
ｉ
ｎ
ｅ
ｄ

Ａ
ｒ
ｍ
ｓ

Ｔ
ｅ
ａ

ｍ
）
訓
練
を
実
施
し
た
。

こ
の
訓
練
は
、
よ
り
実
際
的

な
環
境
で
戦
闘
訓
練
が
可
能
と

な
る
交
戦
訓
練
装
置
（
通
称

バ

ト
ラ
）
を
使
用
し
、
実
戦
的
能

力
及
び
諸
職
種
協
同
の
練
度
向

上
を
目
的
と
し
て
い
る
。

野
戦
特
科
・
施
設
科
部
隊
の

配
属
を
受
け
た
増
強
普
通
科
中

隊
が
攻
撃
部
隊
と
防
御
部
隊
に

分
か
れ
、
対
抗
方
式
に
よ
り
激

戦
を
繰
り
広
げ
た
。

鉄条網を構成する防御部隊

敵情を監視・警戒する防御部隊

ドローンによる敵情の偵察

警戒して前進する攻撃部隊

車両と連携した機動攻撃

服務の宣誓（第３後方支援連隊）

区隊旗授与（第７普通科連隊）式での精悍な姿(第３６普通科連隊）

小銃の貸与（第３７普通科連隊） 記念撮影（第３特科隊）

家族との時間(第３後方支援連隊) 祝賀会食（第３７普通科連隊）



３ ３ 師 団 だ よ り 第１６５号 令和５年（２０２３年） ４月

３
月
30
日
（
木
）
付
で
末
田

毅
（
す
え
だ

つ
よ
し
）

陸
将
補
が
第
40
代
副
師
団
長
兼
ね
て
第
47
代
千
僧
駐
屯
地

司
令
に
着
任
し
た
。

前
職
は
、
シ
ス
テ
ム
通
信
団
長
（
市
ヶ
谷
）
。

千
僧
駐
屯
地
で
行
わ
れ
た
着
任
式
に
お
い
て
、
末
田
陸

将
補
は
、
「
作
戦
基
本
部
隊
と
し
て
、
即
応
性
・
迅
速
性

が
求
め
ら
れ
る
。
師
団
長
を
し
っ
か
り
補
佐
し
、
仕
事
の

し
や
す
い
勤
務
環
境
を
整
え
て
い
く
」
と
述
べ
た
。

第４０代副師団長兼ねて
第４７代千僧駐屯地司令

陸将補 末田 毅

三浦 滋 １等陸佐

第３特殊武器防護隊長

第３７普通科連隊長第３特科隊長

橋本 知尚 ２等陸佐

みうら しげる

「信頼と誇り」

要望事項

米村 謙一 １等陸佐
よねむら けんいち

はしもと ともひさ

「今よりも強くなろう！」

要望事項

要望事項

「Ｏｎｅ Ｔｅａｍ」

出身地 大分県 期別 ９７Ｂ
一般幹候（防大）

陸上総隊司令部（朝霞）から

出身地 福岡県 期別 ９９Ｂ
一般幹候（防大）

東部方面総監部（朝霞）から

す え だ つよし

着任挨拶

副師団長 出迎え

出身地 兵庫県 期別 ９８Ｂ
一般幹候（防大）

化学学校教育部（大宮）から

第３飛行隊長

３
月
、
第
３
師
団
隷
下
の
４
個
部
隊
に
お
い
て
、
新
し
い
部
隊
長
が
着
任
し
、
第
３
師
団
は
新
た
な
メ
ン
バ
ー
で
令
和

５
年
度
の
隊
務
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。

要望事項

「個々の力の発揮」

「組織としての力の結集」

空閑 正樹 ２等陸佐
く が まさき

出身地 京都府 期別 ０５Ｂ
一般幹候（防大）

陸上幕僚監部（市ヶ谷）から



第
３
師
団
司
令
部
付
隊
に
所
属
す
る
安
田

晋
也
（
や
す
だ

し
ん
や
）
１
曹
の
趣
味
、

「
釣
り
」
と
「
家
庭
菜
園
」
を
紹
介
し
ま
す
。

釣
り
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
、
６
年
前
に

上
司
に
太
刀
魚
釣
り
を
教
え
て
い
た
だ
い
た

時
、
「
こ
ん
な
に
近
く
の
海
で
、
こ
ん
な
に

沢
山
の
太
刀
魚
が
、
こ
ん
な
に
簡
単
に
釣
れ

る
な
ん
て
！
」
の
「
こ
ん
な
に
」
の
三
段
活

用
が
出
る
ほ
ど
楽
し
か
っ
た
経
験
で
す
。
そ

れ
以
来
釣
り
に
ド
ハ
マ
り
し
て
い
ま
す
。

シ
ー
ズ
ン
に
入
る
と
休
日
は
ほ
ぼ
毎
週
海

に
行
っ
て
い
ま
す
。

も
う
１
つ
の
趣
味
で
あ
る
家
庭
菜
園
に
つ

い
て
は
、
妻
が
始
め
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。

私
に
は
、
妻
の
命
令
に
服
従
す
る
義
務
が

あ
り
、
妻
か
ら
の
「
畑
に
行
く
で
」
の
一
言

で
連
れ
て
い
か
れ
、
土
を
耕
す
と
こ
ろ
か
ら

始
ま
り
ま
し
た
。
今
で
は
、
小
屋
を
作
り
、

耕
運
機
も
購
入
し
、
四
季
折
々
の
野
菜
を
家

族
み
ん
な
で
育
て
て
、
大
地
の
恵
み
に
感
謝

し
て
い
ま
す
。

生
き
て
い
く
上
で
、
魚
を
捕
る
事
や
野
菜

を
育
て
る
事
は
と
て
も
大
事
な
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。
子
供
た
ち
に
そ
う
い
っ
た
生
き
る

糧
（
釣
り
や
畑
作
業
）

を
学
ば
せ
る
た
め
に
も
、

と
て
も
良
い
と
感
じ
ま

し
た
。

皆
さ
ん
も
機
会
が
あ

れ
ば
、
土
い
じ
り
や
、

海
・
川
で
の
釣
り
を
し

て
み
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。

第
３
特
殊
武
器
防
護
隊
偵
察
小
隊
に
所
属

す
る
石
村

優
太
（
い
し
む
ら

ゆ
う
た
）

３
尉
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
す
。

Ｑ

入
校
時
期
・
期
別
は
。

Ａ

令
和
４
年
３
月
に
一
般
幹
部
候
補
生
と

し
て
入
校
し
ま
し
た
。
期
別
は
22
Ｕ
で
す
。

Ｑ

幹
部
に
な
っ
た
き
っ
か
け
（
動
機
）
は
。

Ａ

国
防
の
た
め
に
貢
献
し
た
い
と
考
え
、

幹
部
自
衛
官
を
志
し
ま
し
た
。

Ｑ

幹
部
候
補
生
学
校
で
の
思
い
出
は
。

Ａ

運
動
が
苦
手
で
し
た
が
、
同
期
や
教
官

方
に
支
え
ら
れ
、
約
２
㎞
の
山
地
で
の
武

装
障
害
走
を
走
破
で
き
た
こ
と
で
す
。

Ｑ

ど
の
よ
う
な
業
務
を
し
て
い
ま
す
か
。

Ａ

化
学
偵
察
班
長
と
し
て
、
班
の
指
揮
・

小
隊
長
の
補
佐
を
行
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ

幹
部
と
し
て
の
や
り
が
い
は
。

Ａ

実
員
指
揮
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
い
た

だ
い
た
こ
と
を
実
践
し
、
思
い
描
い
た
通

り
指
揮
で
き
た
時
で
す
。

Ｑ

幹
部
任
官
後
、
最
も
苦
労
し
た
こ
と
は
。

Ａ

服
務
指
導
を
通
じ
て
、
様
々
な
背
景
を

抱
え
た
部
下
隊
員
の
心
情
把
握
を
行
う
こ

と
で
す
。

Ｑ

幹
部
に
な
っ
て
何
か
変
化
は
。

Ａ

幹
部
自
衛
官
と
し
て
、
特
に
言
動
や
立

ち
振
る
舞
い
に
は
気
を
付
け
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。

Ｑ

部
隊
等
の
隊
員
に
一
言

Ａ

未
熟
な
初
級
幹
部
で
す
が
、
今
後
と
も

御
指
導
御
鞭
撻
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

第３７普通科連隊重迫撃砲中隊

３等陸曹 明石 今日子

第
37
普
通
科
連
隊
重
迫
撃
砲
中
隊
に
所
属

す
る
明
石

今
日
子
（
あ
か
し

き
ょ
う
こ)

３
曹
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
す
。

Ｑ

入
隊
の
動
機
は
。

Ａ

中
学
３
年
生
の
卒
業
式
の
日
に
東
日
本

大
震
災
が
発
生
し
、
自
衛
隊
員
の
活
躍
を

テ
レ
ビ
で
見
て
感
銘
を
受
け
、
人
の
役
に

立
ち
た
い
と
思
い
入
隊
を
希
望
し
ま
し
た
。

Ｑ

部
隊
の
魅
力
・
や
り
が
い
は
。

Ａ

重
迫
撃
砲
は
連
携
が
重
要
で
す
。
人
と

の
繋
が
り
を
大
切
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
が

魅
力
で
す
。

Ｑ

尊
敬
す
る
人
は
。

Ａ

新
隊
員
後
期
教
育
の
班
付
で
す
。
い
つ

も
前
向
き
な
姿
を
見
て
、
私
も
陸
曹
に
な

り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
今
は
別
々
の
部

隊
で
勤
務
し
て
い
ま
す
が
、
た
ま
に
連
絡

を
取
っ
て
相
談
に
乗
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。

Ｑ

趣
味
は
。

Ａ

釣
り
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
す
。

Ｑ

今
後
の
目
標
は
。

Ａ

昨
年
結
婚
し
た
の
で
、
仕
事
と
家
庭
を

両
立
さ
せ
る
こ
と
が
目
標
で
す
。
ま
た
、

将
来
は
迫
撃
砲
の
砲
手
、
分
隊
長
等
、
色

々
な
役
職
を
経
験
し
て
い
き
た
い
で
す
。

Ｑ

最
後
に
一
言

Ａ

こ
れ
か
ら
も

何
事
に
も
全
力

で
日
々
精
進
し

て
い
き
ま
す
。

第３師団司令部付隊

１等陸曹 安田 晋也

第３特殊武器防護隊偵察小隊

３等陸尉 石村 優太

４ ３ 師 団 だ よ り 第１６５号 令和５年（２０２３年） ４月

日
本
は
、
外
国
に
比
べ
て
、
台
風
、
地
震
、

土
砂
災
害
、
火
山
噴
火
な
ど
、
自
然
災
害
が
発

生
し
や
す
い
国
で
あ
る
。

平
成
７
年
に
発
生
し
た
阪
神
淡
路
大
震
災
を

は
じ
め
、
平
成
23
年
の
東
日
本
大
震
災
な
ど
、

数
多
く
の
災
害
派
遣
活
動
に
従
事
し
、
部
隊
の

任
務
完
遂
及
び
民
生
の
安
定
に
寄
与
し
た
隊
員

か
ら
派
遣
当
時
の
話
を
聞
い
た
。

第
３
師
団
司
令
部
付
隊
の
川
村

薫
（
か
わ

む
ら

か
お
る
）
准
尉
は
、
特
に
印
象
に
残
っ

て
い
る
派
遣
活
動
と
し
て
、
阪
神
・
淡
路
大
震

災
を
あ
げ
る
。
川
村
准
尉
は
、
一
夜
に
し
て
変

貌
し
た
街
並
み
を
見
て
「
一
刻
も
早
く
被
災
地

へ
」
の
強
い
使
命
感
を
胸
に
現
地
へ
と
向
か
っ

た
。派

遣
活
動
で
は
、
倒
壊
し
た
マ
ン
シ
ョ
ン
の

行
方
不
明
者
の
捜
索
を
任
さ
れ
、
マ
ン
シ
ョ
ン

の
図
面
と
現
地
を
照
ら
し
合
わ
せ
、
捜
索
活
動

に
臨
ん
だ
。

残
念
な
が
ら
、
御
遺
体
と
し
て
発
見
・
確
認

す
る
こ
と
と
な
り
、
辛
い
思
い
を
胸
に
次
の
現

場
へ
向
か
う
経
験
も
し
た
。

阪
神
淡
路
大
震
災
、
東
日
本
大
震
災
な
ど
の

多
種
多
様
な
派
遣
活
動
に
従
事
し
、
復
興
完
了

す
る
ま
で
任
務
を
全
う
し
た
い
気
持
ち
で
過
酷

な
状
況
も
乗
り
越
え
て
き
た
。

定
年
ま
で
残
り
数
年
の
川
村
准
尉
。
自
分
の

経
験
を
後
輩
た
ち
に
伝
え
、
「
常
に
前
向
き
に
、

背
中
で
語
る
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
日
々
精
進
し
て

い
き
ま
す
。
と
語
っ
て
く
れ
た
。

趣味の釣り
写真魚：カンパチ

奥様と作り上げた畑

第３師団司令部付隊

川村准尉



こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は

知
っ
て
い
る
よ
う
で

あ
ま
り
知
ら
な
い

近
畿
２
府
４
県
の

観
光
ス
ポ
ッ
ト
を

紹
介
し
ま
す
。

５ ３ 師 団 だ よ り 第１６５号 令和５年（２０２３年） ４月

マメ

著
：
ジ
ョ
シ
ュ
ア

今
回
は
、
兵
庫
県
神
崎
郡
神
河
町
に
あ
る
「
グ
リ
ー
ン
エ
コ
ー

笠
形
」
を
紹
介
し
ま
す
。

グ
リ
ー
ン
エ
コ
ー
笠
形
は
、
豊
か
な
自
然
を
ベ
ー
ス
と
し
た
総

合
ア
ウ
ト
ド
ア
レ
ジ
ャ
ー
施
設
で
す
。

施
設
で
は
、
キ
ャ
ン
プ
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
が
楽
し
め
、
体
育
館
、

多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
も
あ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
め
ま
す
。
疲
れ

た
体
は
温
泉
で
癒
し
、
コ
テ
ー
ジ
、
ウ
ッ
ド
ハ
ウ
ス
な
ど
の
施
設

で
宿
泊
も
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

春
は
鯉
の
ぼ
り
の
大
遊
泳
、
夏
は
川
遊
び
、
秋
は
紅
葉
を
見
な

が
ら
ハ
イ
キ
ン
グ
、
冬
は
扁
妙
（
へ
ん
み
ょ
う
）
の
滝
の
氷
瀑
な

ど
、
１
年
を
通
し
て
楽
し
む
こ
と
が
出
来
ま
す
。

ご
家
族
で
楽
し
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

「
ほ
ん
と
う
の
す
が
た
」

１

２

１ 鯉のぼり大空遊泳（５月末頃まで）

<グリーンエコー笠形>

所在地：兵庫県神崎郡神河町根宇野1 0 1 9 - 1 3

２ 園内に流れる渓流（利用は７月中頃を予定）

□１面～２面
・第３師団・千僧駐屯地記念行事

□３面
・令和４年度師団ベスト戦士紹介

・師団統制演習場整備

□４面
・師団戦士（第７普通科連隊）

・我が部隊の新戦力（第３施設大隊）

・一隅を照らす（第３特科隊）

・私の大切な物（第３６普通科連隊）

【次号掲載記事（予定）】

□５面
・みんなの架け橋（和歌山地本）

・職場のマメ知識

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ Twitter

【ＱＲコード】

み
な
さ
ん
は
お
酒
を
飲
む
と
ど
の
よ
う
に
酔
っ
ぱ
ら

い
ま
す
か
。
楽
し
く
話
す
人
、
す
ぐ
寝
る
人
、
別
人
に

な
る
人
、
全
く
変
化
の
な
い
人
、
酔
い
方
は
人
そ
れ
ぞ

れ
で
す
。

ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
い
る
と

飲
酒
運
転
や
暴
力
行
為
に
及

ぶ
等
、
目
を
覆
う
様
な
内
容

も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

「
酔
っ
ぱ
ら
っ
て
い
た
か
ら
」
と
い
う
よ
う
な
発
言
を

よ
く
耳
に
し
ま
す
。
本
当
の
と
こ
ろ
は
ど
う
な
ん
だ
ろ

う
か
と
疑
問
に
思
い
調
べ
て
み
た
と
こ
ろ
、
興
味
深
い

一
説
を
見
つ
け
ま
し
た
。２

０
１
９
年
、
イ
ギ
リ
ス
の
プ

リ
マ
ス
大
学
で
発
表
さ
れ
た
論

文
に
「
い
く
ら
酔
っ
て
も
人
の

根
底
に
あ
る
善
悪
の
判
断
は
変

わ
ら
な
い
」
と
い
う
こ
と
が
書

か
れ
て
い
ま
し
た
。

つ
ま
り
、
酔
っ
て
悪
い
こ
と
を
す
る
の
は
、
本
心
で
は

そ
れ
を
悪
い
こ
と
と
思
っ
て
い
な
い
と
も
言
え
ま
す
。

映
画
「
バ
ッ
ト
マ
ン

ビ
ギ
ン
ズ
」
（
２
０
０
５
）

で
ヒ
ロ
イ
ン
は
「
人
の
本
性
は
行
動
で
決
ま
る
」
と
言

っ
て
い
ま
す
。

意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
本
来

な
ら
、
本
人
以
外
に
本
心
は
わ

か
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
ょ

う
か
。

本
心
を
暴
く
お
酒
は
あ
る
意
味
、
不
思
議
な
力
を
持
つ

飲
み
物
で
あ
る
と
言
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

お
酒
を
嗜
む
に
は
、
日
頃
か
ら
し
っ
か
り
と
本
心
と

向
き
合
う
こ
と
や
、
酔
っ
た
状
態
で
も
自
ら
や
他
人
を

不
幸
に
陥
れ
な
い
よ
う
な
対
策
を
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。


